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	気管支吻合部狭窄は、スリーブ肺葉切除術の吻合部合併症として最も一般的であり、スリーブ切除後の0～12.0％に生じると報告されています。吻合部狭窄とは一般的に肉芽形成に起因する良性の瘢痕性狭窄を指します。気管支形成術後、吻合部内腔にはさまざまな程度の白苔がみられることが多いです。臨床的には、気管吻合部内腔の白苔は創傷治癒の遅延に関連していることが認識されていますが、その性質に関する詳細な研究は行われていないのが現状です。本研究では、気管支形成術後の気管支鏡検査中に観察される白苔の量を定量化し、気管支...

